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１．基本情報
（１）用途
電線、伸銅品の2大用途を中心とする経済活動、生産活動に欠かせないベースメタルの代表格
建設、電気･機械、自動車・船舶等多くの分野にわたる

（２）サプライ･チェーン

（３）銅精鉱の価格

（４）資源メジャー
資源メジャーは石油メジャーに比べて利益率が高い
石油メジャーは10％以下である

ロンドン金属取引所（LME）で決定される国際銅価格から鉱山会社と精錬企業による毎年の交渉により
決定される精錬費を差し引くことで決定される

資源メジャー6社の銅鉱山生産は権益分で5,444千トンであり、世界生産の35％を占めるが、銅地金生
産は権益分で3,703千トンと世界生産の20％でしかない

銅 鉱 石 生 産

銅 地 金 生 産

加 工 メ ー カ ー

最 終 需 要 家

鉱山会社による探査活動・鉱山開発・銅精鉱生産

精錬会社による銅地金生産

電線や伸銅の加工メーカーによる加工
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２．供給
（１）埋蔵量
埋蔵量：経済性の確認された鉱床部分
埋蔵量ベース：確認済みで、経済性あるいは准経済性があり、開発の対象となりえる鉱床部分

2003年にチリ、オーストラリア、中国等の数値の見直しにより、上方修正されている
埋蔵量は4.9億トン、埋蔵量ベースは9.4億トンとなっている
1990年以降、埋蔵量は25～30年分、埋蔵量ベースは50～60年分確保されている
銅の埋蔵量は、1990年から1.5倍に増加している

埋蔵量は、チリ、アメリカ、インドネシア、ポーランドの4カ国で世界の約50％を占めている
埋蔵量ベースは、チリが1/3を占め、アメリカ、中国の3カ国で約50％を占める
→チリは世界最大の銅生産国の地位が今後も続く
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（２）銅鉱石の生産
①生産動向
2008年の銅鉱石の生産量は15,456千トン
1995～2008年の年平均増加率は3.7％
チリ、アメリカ、ペルーの3カ国で生産の50％を占める生産寡占度が高い鉱物資源である
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世界の銅鉱石生産の約1/3が国際的な貿易により取引されている
日本は銅原料のほぼ全量を鉱石として輸入している

②日本と中国の銅鉱石の輸入動向

チリからの輸入量が約4割を占め、近年はペルーからの輸入量の増加が顕著である

約3割をチリが占めるが、近年ペルーからの輸入が増加傾向にあり、日本と相似している

2008年において、日本は1,321千トン、中国は1,299千トンの銅鉱石を輸入しており、この両国の輸入量
は世界の銅鉱石輸入量の半分に相当する

日本は2000年以降、毎年銅鉱石を4,000～5,000千トン輸入しており、近年は国内銅精錬能力の増加に
より輸入量が増加している

中国においては、2000年の1,900千トンから、2008年は5,100千トンまで年率20％を超える急激な増加が
見られる
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（３）銅地金の生産
2008年の世界の銅地金の生産量は18,245千トンで前年比1.7％の増加

1995年以降、チリと中国の生産増加が加速化している

中国、チリ、日本、米国、ロシアの上位5カ国で世界生産の55％を占め、さらに上位10カ国で70％を占
めており、少数の生産国に生産が集中している

銅地金の需給バランスは周期的な動きを示しており、供給不足の期間は価格が上昇している。逆に、
供給過剰な時期は、価格が下落している。概ね10～12カ月の周期で変動している

中
国

チ
リ

日
本

米
国
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中国は銅地金生産能力が不足しているため、需要を満たすために大量の銅地金を輸入している
2000年の650千トンから2008年の1,500千トンまで急激に増加している
チリからの輸入が約半分を占める

（４）今後の見通し
2003年から2005年までは供給不足の状態が続いたが、その後供給過剰の状態となっている
今後については、中国の需給動向が世界の需給動向に大きな影響を与える可能性が高い

2006年に輸入量の一時的な減少がみられるが、国内在庫等からの供給増加により、見掛けの消費量
が減少したことが原因と推測されている（実態経済上の減少ではない）
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今後の銅鉱石生産能力は年率3.8％で増加し、2013年に22.7百万トンになると予測されている

2008年の銅鉱石生産能力は18.78百万トン、稼働率82.3％

銅製錬能力は年率2.2％で増加し、2013年に19.6百万トンとなると予測されている
その増加のほとんどが中国による

３．需要動向
世界の需要量は増加しているが、アメリカ、ヨーロッパの需要量は減少している
一方でアジアの需要が増加しており、全世界の需要量の55％をアジアが占めている

先進工業国はドイツを除き、需要量が減少している

BRICsの消費量が激増しているが、そのほとんどは中国の増加による
4カ国が世界消費に占める割合は、15.5％から37.2％へ上昇している

その3/4程度がブラジル、チリ、モンゴル、ペルー、米国、DRCコンゴ、ザンビアでの生産拡張、新規鉱
山の操業開始による

中国、ロシア、インドの年平均伸び率が10％を上回っているのに対し、ブラジルは2.6％と低く、状況が
異なっている
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４．主要国の動向
（１）日本
①銅鉱石
国内鉱山の閉山により鉱石の全量を輸入している
2000年以降、1,250～1,400千トンでほぼ一定、2007年の輸入額は1.3兆円

チリの資本参加鉱山から44％と高い比率を示している

資源価格の長期的な上昇傾向、円高等を背景にさらに積極的な開発・投資が期待されている

②銅地金
生産量は2000年以降1,400千トンで一定であったが、2005年以降、1,600千トンまで増加している
国内精錬所の生産能力の増強が図られた結果による
一部は輸出されており、増加傾向にある
国内供給された銅地金は2000年以降、ほぼ一定の1,200千トン

③需要動向
1990年代前半をピークに減少を続けているが、1,200千トン台を維持している

電線需要は固定電話の減少、光ファイバーの拡大、電力会社の投資を含めた公共事業の縮小、生産
部門の海外移転などが減少要因となっている

1990年には日本の銅鉱石輸入量は世界の56％であったが、2008年には27％まで低下し、鉱山会社と
の価格交渉で不利な状況が続いている

2007年の銅精鉱の輸入は、過去融資した鉱山から17％、自主開発による資本参加鉱山から51％、単
純買鉱によるものが32％となっている

非鉄精錬業などは市況や銅の価格水準によらず、自主鉱山開発や合併・買収を通じて、銅鉱山の権益
の獲得を継続的に行うことにより、自主開発比率の向上に取り組んでいる

一方で各国とも将来需要の拡大を想定した上で、権益獲得に取り組んでおり、権益獲得競争は今後の
激化が予想される
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（２）中国
①銅鉱石
国内生産能力が絶対的に不足しているため、輸入鉱石が急激に増加している

②銅地金
生産量は2000年の1,351千トンから2008年の3,771千トンまで急激に増加している
国内供給量は、2000年の1,922千トンから2008年の5,179千トンまで急増している

2009年に入ってからは、急増する需要に対して、地金原料の供給が不足しており、輸入地金が急激に
増加している

10/15



銅総合資料 2010/2/21

11/15



銅総合資料 2010/2/21

③中国の資源獲得の動き

全国鉱産資源計画（2008～2015年）において、国内における資源探査・試掘についての外資導入及び
非鉄精錬などの分野における海外からの技術導入を推進する方針を明確化している

中国の資源関連企業各社は資源外交対象国であるアジアやアフリカなでの途上国に対し、海外投資
や企業買収を進めており、鉱山開発などを目的とした直接投資額は増加傾向にある。特に需要逼迫が
見込まれている銅、鉄鉱石、アルミニウム、ニッケルなどについては官民一体となった権益確保への取
組が活発化している

特に国内に不足する資源については、胡錦濤国家主席、温家宝首相による資源外交を積極化させて
いる
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（３）インド
①銅鉱石
国内鉱石が不足しているため、輸入鉱石への依存度が高い

②銅地金
生産量は急増しており、内需の増加を上回る
地金輸出が増加している
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（４）アメリカ
銅地金生産は2000年の1,794千トンから2008年の1,263千トンまで減少傾向が続いている
銅地金の国内供給量は2000年には2,756千トンあったが、2008年には1,949千トンまで減少している
主要需要分野である電線、伸銅品の生産が落ち込んでいる
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（５）EU14カ国
①銅鉱石
輸入鉱石が増加傾向にある

②銅地金
銅地金の生産量は2000年の1,754千トンから2008年の1,829千トンまでほぼ一定
輸入地金の依存度が高い
EUへの銅地金供給量は2000年の4,007千トンから2008年の3,414千トンまで減少傾向が続く
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